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戯曲『駱駝祥子』の翻訳にあたって
大山　潔 *
On the translation of the play "Rickshaw Boy"
by Kiyo  OYAMA
　2015 年 3 月筆者は、28 年間筆者と中国語を勉強してきた 3 人の生徒と一緒に、『戯曲《駱駝祥子》全 5 幕 6 場』1 を
翻訳出版した。原作の長編小説『駱駝祥子』（1936 年）は中国の著名小説家、劇作家老舎（1899-1966 年）の代表作であり、
発表以来フランス語、日本語、ドイツ語、ロシア語、朝鮮語など 16 種類の言語に翻訳され、日本では、1943 年から今
日まで既に七つの異なる翻訳本がある。
　この『駱駝祥子』は改編され、映画、曲劇、舞踊劇、京劇、テレビドラマ、 オペラなど多くの作品が作り出されているが、
その先駆けとなったのが北京人民芸術劇院（以下北京人芸と略称）の演出家・劇作家梅阡氏（1916-2002 年）が脚本化
し演出した戯曲『駱駝祥子』（1959 年）である。この演目は現在も北京人芸の定番になっており、毎年公演されている。
日本でも 1959 年に演出家の岩田直二氏（1915 ～ 2006）が脚本した『北京の車夫』が劇団関西芸術座によって公演され、
1960 年に東京大学の黎波氏（1920 ～ 2010）が梅阡の脚本を翻訳し、劇団「泉座」によって公演された。1983 年大東文
化大学の香坂順一氏（1915 ～ 2003）が注編した『シナリオ「駱駝祥子」』( 第一幕 ) を出版したが、それまで日本語の
翻訳出版はなかった。
　筆者は 2007 年戯曲の第一幕を翻訳出版し（以下第 1 幕本と略称）2、今回は全五幕六場の完全版（以下完全版と略称）
を完成させた。第 1 幕本から数えて完全版までには 15 年かかったが、その過程で直面したいくつかの問題及び解決し
た経緯を振り返る。
　The play "Rickshaw Boy" (5 acts 6 scenes) (1959) is an adaption by Mei Qian based on Lao She’s 
masterpiece the "Rickshaw Boy" (1936). It took 15 years to translate and publish this work. This article 
is going to look back at some of the problems and resolutions that occurred during this process.
In relation to the selection of the original text, two texts were used considering the impacts of the 
Chinese political situation on the creation and adaption of the text. In order to correctly reflect 
Beijing dialect, not only did the translator attach a CD which was read by the artists from the Beijing 
People’s Art Theater, but also attached the Pinyin according to the CD as precisely as possible.From 
the perspective of language and culture, on one hand the translator translated the word of the "Debt 
Collection Ghosts" into “This Child!” On the other hand, they wrote an article titled "Children are the 
Debt Collection Ghosts - Comfort and Encouragement" to explain the deep meaning of "debt collection 
ghosts".In order to accurately represent the differences between masculine and feminine features in 
Japanese language, the translator specifically invited a male professional to edit the script.In order to 
reveal the enigma of the word "lianpenglour (lotus doll)", research has been conducted and also questions 
have been raised regarding the different opinions from the past. As a result, they discoved the true face 
of "lianpenglour (lotus doll)" and also published an article about it.
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るのは一般的である。
　しかし、その逆もある。完全版にある老舎のご
子息、舒乙氏の序文の中に次のような記述がある。
「革命的な観点から、当時、1950 年代初めに、全
国の思想世論工作の指導責任者であった周揚は、
文学界の巨匠である巴金、曹禺、老舎と面会し、
『家』、『雷雨』、『駱駝祥子』、『四世同堂』等彼ら
の代表作に修正を加えるよう要求し、修正しなけ
れば再版は認めないと言い渡したのです。巴金先
生と曹禺先生はそれぞれ『家』と『雷雨』を大幅
に修正しましたが、その結果曹禺の『雷雨』は見
る影もなく変わってしまい、今日の観点から見る
と目もあてられないほどのひどい修正が加えられ
たのです。」
　老舎の『駱駝祥子』もそのような運命から逃れ
られず、三度の修正を経ていた。その修正は主に、
性的描写、阮明という人物、そして祥子の堕落の
削除であった。1950 年代の新中国では、性や愛
情の描写はブルジョア的なものとして禁止されて
おり、阮明は革命活動家でありながら思想を売る
日和見主義者でもあり、祥子は労働者でありなが
ら金のために革命家の阮明を裏切り、堕落して人
間のくずになってしまう。このような描き方は当
時の中国では、「革命家を歪曲し勤労大衆を侮辱
するものであり、（中略）重大な政治問題（イデ
オロギー、政治的立場の問題）とされることは避
けられない。もしそうなれば、作家生命や政治生
命どころか、命そのものすら失う可能性があると
老舎は察したのだろう。」4 だから削除せざるを得
なかったと筆者は推測する。
　以上のような経緯もあり、50 年代に修正出版
された名作の数々が刊本における真価が問われ、
それ以前の手稿本や初刊本が最高のテキストとさ
一 . 底本の選定 3
　戯曲『駱駝祥子』には 4 種類のテキストがある。
初刊本
　①　1957 年の連載本（『劇本』月刊誌、中国戯
劇出版社、1957 年 7、8 号）。
改変本
　②　1958 年単行本（中国戯劇出版社、1958 年
6 月）。①と比べて字句や誤植の修正が見ら
れる。
　③　1982 年版：『演出台詞本（1980 年、1981 年）』
（『《駱駝祥子》的舞台芸術』に掲載、中国戯
劇出版社、1982 年 3 月）。これは②の 1958 
年版を底本としているが、400 箇所以上で字
句が修正されているほか、第 5 幕の祈祷師が
登場する場面、北伐に関わる部分など、3 カ
所が削除されている。
　④　顧威の 2008 年版：『《駱駝祥子》場記本』
（『《駱駝祥子》的舞台芸術』に掲載。文化芸
術出版社、2008 年 12 月）。③の 1982 年版を
底本としているが、新監督顧威による削除と
追加及び字句の修正が見られる。
　完全版の中国語原文は、1958 年版を基本とし、
それに 1982 年版の字句修正のみを反映させたが、
1982 年版で削除された 3 つの場面は削除せず残
した。完全版と 1958 年版、1982 年版との異同は、
各幕の終わりに設けた「校本異同」に示した。
　このような底本の取り方は変則的である。一般
的には、58 年版を底本にした場合は、58 年版のみ、
82 年版を選択した場合には 82 年版のみ、他の版
と併用して混ぜることはしない。また、版を重ね、
つまり作者の修正が加わると、作品の質が向上す
３　注１の「解説「『駱駝祥子』の改変について――祥子の結末を中心に」、443 ～ 449 ページ参照。
４　上と同じ、440 ページ。
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と批判されることになりかねなかった。
　以上のことから、私は、400 カ所の「字句修正」
は梅阡の前向きな気持ちから生まれたもので、北
伐内容の削除は恐怖に由来するものであり、従っ
て、1958 年本は優れたテキストであるが、82 年
本にある 400 カ所の「字句修正」も無視できない
と考えた。これらのことから、完全版の底本は
1958 年本にしながら、82 年本の 400 カ所の「字
句修正」を取り入れることにした。
　因みに、2008 年版の修正は、梅阡本人による
ものではなく、底本は 82 年版としており、58 年
版は参照されておらず、北伐の内容が徹底的に削
除されたなどの理由から、その修正内容を完全版
に反映させなかった。
　先人の作品をどのように継承していくべきなの
か、自分の選定は果たして正しいのか、より良い
方法は他にないのだろうかと、今でも悩み考えて
おり、見識者の方々からご意見を伺いたい所存で
ある。
二 . 生粋の北京語をピンインで表記する 6
　戯曲『駱駝祥子』が誕生して 60 年になるが、
今でも北京人芸によって上演されている。完全版
のピンインは、その人芸の俳優たちが朗読した録
音に基づき、できるだけ忠実に表記したものであ
る。
　出版社の方から、「録音に基づいて異読を表記
するテキストはほかにはありません。『駱駝祥子』
はほんとうにオリジナルな存在だ」と評価してい
ただいたが、このような形になるのには、長い道
のりがあった。
　2005 年、ある教科書の吹き込みを担当してい
れている。
　では戯曲の場合はどうであろうか。50 年代に
梅阡が『駱駝祥子』を脚本化したが、その最大の
目的は祥子に明るい未来を与えることであった。
そのために、梅阡は戯曲の時代を北伐戦争後の北
平時代から北伐戦争中の北京時代に変えることで、
希望への展望に対して、北伐の勝利、軍閥政権の
崩壊、軍閥割拠の終焉、平和な時代がもうすぐやっ
てくる、という「歴史的必然」「不可抗力性」を
与えた。つまり、梅阡の改変において重要な柱の
一つが祥子に希望を与えることで、それを可能に
したのが北伐である。
　ところが、北伐に関する内容は 1982 年の修正
本では、大部分削除された。何故だろうか。この
頃の中国と言えば、文革が終焉したばかり、経済・
文化の復興が始まり、多くの文化人や知識人が名
誉回復され、知識人全体の社会的地位が急上昇し、
解放された喜びと失われた 10 年を取り戻そうと
いう前向きな気持ちに満ちていた。一方、聖域や
タブーは依然として政治、文化あらゆる方面に根
強く存在していた。その中の一つが国民党に対す
る評価であった。1966 年に文革が勃発し、それ
までの台湾への平和的工作が一切中断されただけ
でなく、文革中は国民党や蔣介石が徹底的に批判
され、中国人民の大敵と見なされ、その関係者の
多くが粛清された。国民党の功績を公に評価でき
るようになったのは、2005 年 9 月 3 日の「抗日
戦争勝利 60 周年紀念大会」における胡錦濤の演
説以後であった。5
　文革が終わって間もない 1980 年には、梅阡の
北伐の内容が思想問題、立場上の問題として粗探
しをされれば、蔣介石の時代に希望を託し、労働
者の未来は蔣介石の天下にあることを望んでいる
５　注３と同じ、449 ページ、455 ページの注 21 参照。
６　注１の解説「北京語の特徴」、20 ページ参照。
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した。というのは、スタジオに来てくれたのは現
役の俳優さんが多く、比較的若い。しかし、北京
語の伝統から考えると、年配の方が望ましい。ま
た、同じ台詞でも人によって読み方が違うので、
人数が多ければ多いほど、北京語の真の姿を反映
できると考えていたので、初代『駱駝祥子』の古
参俳優たち、舞台監督、老舎のご子息、梅阡夫人
などにもお願いして、ご自宅や職場を訪ねて録音
した。その結果、のべ 17 人の朗読音源を得るこ
とができた。
　ここで特に紹介したいのは、第 5 幕で祈禱師が
登場する場面である。コラムでも紹介したように、
この場面は非常に短命で、今日すでに幻となっ
てしまった 7。祈祷師を演じた唯一の女優、金雅
琴（1925 ～ 2016）女史が次のようなエピソード
を語ってくれた。「祈禱師について全く分からな
いので、勉強するために刑務所まで行きましたよ。
祈禱師たちはみんな刑務所に入れられてしまった
からね。いろいろ教えてもらって、たくさん練習
して、ようやく舞台に立ちましたが、とんでもな
い結果になってしまいました。私の登場で観客が
爆笑してしまい、虎妞はもうじき死ぬのに、悲劇
どころではなくなってしまいました。結局、梅阡
はこの部分を割愛して、私の役もなくなりました。
『中国において、あなたほど上手い祈禱師はいな
い』と梅阡に褒められましたけど」8。
　2008 年録音した当時、彼女はすでに 83 才、両
目は殆ど失明状態であるにも関わらず、録音依頼
を快く引き受けてくださり、記憶力だけで 50 年
ぶりに祈祷師の役を演じて下さった。太鼓を叩き
ながら、リズムに乗って早口で歌うその姿と声は
まさに迫力満点であった。
　このような貴重な音源の数々もあって、ピンイ
たとき、ある言葉に不自然さを感じたので、担当
者に伝えたところ、テキストはすでに出来上がっ
ており、修正はできないと言われ、そのまま録音
したが、しかし、ネイティブとして責任を果たせ
なかった自責の念はいつまでも消えなかった。
　この苦い経験と、さらに中国語の教科書におい
てよく見られるピンイン表記と実際の発音との不
一致、つまり辞書の発音が絶対で、生きている発
音が無視されている、（例えば“什么”、辞書では
“shénme”、実際には“sheme”）という現状への
不満もあって、第 1 幕本の中では、辞書とは異な
るピンインを「異読」として数多く付けた。
　しかし、この本には音声 CD が付いていないと
いう大きな欠点があった。この欠点を補うために、
本を出版した一ヶ月後の 2007 年 3 月、北京に行き、
北京人芸の俳優たちの朗読を録音し、半年かけて
手作りの音声 CD を完成させ、テキストと一緒に
販売できるようにした。
　ところが、音声 CD を作成しているうちに、あ
る問題に気付いた。俳優たちの朗読はテキストの
ピンインとは一致しない。その異読の数は私が記
したものより遙かに多かった。これらの事から、
自分の中国語は生粋の北京語とはほど遠いこと、
また、読み手によって、場面によっては、同じ言
葉でも発音が変わるということをはっきりと意識
するようになった。
　2008 年 2 月、日本における老舎研究の第一人
者、当時すでに 86 才になられた中山時子（1922
～ 2016 年 1 月）先生と出逢いました。先生は人
芸の録音を絶賛され、第 5 幕まで全部出すべきだ、
早いうちに全 5 幕の録音をしておくべきだとのご
教示をいただいた。2008 年 8 月に、北京に行き 2
度目の録音を実施した。今回は、朗読者にも配慮
７　注１のコラム「神降ろし―頂神」、300 ページ参照。
８　上と同じ、301 ページ。
91
しても納得しなかった。仕方なく、「討債鬼」の
語源、この言葉の使われ方と働きを追求した結果、
「子供は討債鬼である―慰めと励ましの表現」9
というコラムが出来上がった。その主な内容は以
下のようになっている。
　「討債鬼のような俗信は仏教に由来する。二世
紀後半の仏典『阿含口解十二因縁経』の中で、な
ぜ子供が生まれるのかについて、3 つの因縁（理
由）が示されている。「その 1、父母が前世に子
から借金をした。その 2、子が前世に父母から借
金をした。その 3、前世の仇が子として生まれて
くる。もし父母が苦労して財産を築き上げた時点
で死んでしまい、子がその財産を使うことになる
のは、それは父母が前世に子から借金をしたため
である。もし子が財産を築き上げた時点で死んで
しまい、父母がその財産を使うことになるのは、
それは子が父母から借金をしたからである。時に
は子が生まれて百日か千日しか経たないうちに死
んでしまい、父母が憂い悲しみ悩むことになるの
は、その子はもともと前世の仇の生まれ変わりだ
からである」と仏典はいう。
　可愛い我が子が病弱であったり、放蕩息子で
あったり、夭折したりする。その子のために財産
を使い果たしてしまう。なんと悲しく悔しく受け
入れがたいことだろう。しかし、その子が実は借
金取りの討債鬼や前世の仇であったとか、失った
財産はもともと人からの借金、今日の不幸は全て
前世の因縁だと思えれば、人は諦めがつく。現実
を運命として受け入れることができ、悲しみ、苦
しみ、悩みから抜け出す意欲が湧いてくるだろう。
　第 1 幕で、大事な車を失い、悲しみに暮れてい
る祥子に対して、虎妞は［是儿不死，是财不散（本
当の自分の子なら死なない、本当の自分の財産
だったら失うことはない）］と励ましている。こ
ンを付けるときに私は、音源を忠実に表記しよう、
北京語音の特徴を全力で描き出そう、これは私の
使命だと思いながら、録音を繰り返し聴き、表記
を何度も付け直し、音源の中の一音一音を克明に
記録していった。その結果、おびただしい数の異
読が現れた。さらに、この記録を踏まえ、統計・
分類し、音韻史、北京語の歴史、音声変化の規則、
文法と感情の相互関係などの観点から分析し、解
説「北京語の特徴」を書き上げた。
　この作業を通して、名優たちが作り上げた祥子
の世界、北京語の世界を、聴覚だけではなく視覚
でも確認できるような試みを実現できたことを嬉
しく思うと同時に、私の思いの丈を存分に叶えさ
せて下さった東方書店編集者の皆さまに心より感
謝申し上げます。
三 . 翻訳の限界にどう立ち向かうのか
　ある単語は、直訳すれば意味不明な日本語に
なってしまうが、意訳すれば中国語本来の深意を
失う。翻訳の過程で時々そのような言葉にぶつか
る。「討債鬼（とうさいき）」はその一例である。
第 5 幕で、虎妞は、死んでしまった我が子を思い
出しながら“那孩子要是活着，也出了满月了，讨
债鬼！”（あの子が生きてたら、もう満 1 カ月だ。
ほんとにしようがない子！）とつぶやく。ここの
「讨债鬼」を「ほんとにしようがない子！」と訳
した。
　「討債鬼」について、小学館の『中日辞書』で
は「①借金取り ; ②〈転〉うるさくつきまとうやつ ;
③若死にした子供．④【補足】医者や薬など親に
金を使わせることから」と説明されている。しか
し、死産した我が子を何故「借金取り」と呼ぶの
だろうか。辞書の説明だけでは、生徒たちはどう
９　注１、303 ページ。
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ため女性的な言葉使いになってしまったかと自覚
した。
　中山先生のご意見を受けて、男性的な言葉にす
るように努力はしたが、「男性ならこのように言
わないとは思いますが、どのように言うのかは思
い浮かびません。家に帰ったら主人に聞いてみま
す」のような会話がしょっちゅうあった。その時
にも、中山先生から、日本語訳を男性の方に直し
てもらうのはどうですかとアドバイスを頂いた。
このアドバイスを受けて、演劇と講談が好きな友
人にそれぞれお願いして、私たちの訳文に手を入
れてもらうことにした。
　いつかは中山先生に、「今度の祥子は男らしく
なりましたか」とお聞きするつもりでしたが、も
はやかなわぬ事となってしまいました。しかし、
私たちの努力に対して、先生はきちんと褒めてく
ださった。2015 年７月１日付けの『日中文学文
化研究学会通信夏号』の中で、先生は次のように
おっしゃって下さった。「振りかえれば３月には
大山潔先生が、大会開催の数日前に虎ノ門病院に
私を見舞い、『戯曲駱駝祥子』の出版をお話しく
ださいました。梅阡の脚本にピンインと詳細な注
釈をつけ、写真や挿絵を豊富に入れ、日本語訳を
つけた立派な本です。数年前第一幕だけの本を拝
見し、是非続編をお作りなさいと先生に勧めまし
たが、慫慂した甲斐がありました。」先生のご「慫
慂」があったからこそ、北京人芸の俳優たちによ
る貴重な朗読音源を日本の皆さまに紹介すること
ができ、日本初の戯曲『駱駝祥子』完全版の訳本
が誕生した。中山先生のご指導をいただけたこと
を本当に幸運と思い、永遠に感謝いたします。
五 . 翻訳から新たな発見へ
　第 3 幕には、車夫老馬の服について「蓮蓬簍児
似的棉襖（蓮蓬簍児［レンポンロウ］のような綿
れを言い換えれば［子が死んだということは、も
ともとあなたの子ではなく、前世の仇か、借金取
りだったから。財産を失ったということは、そも
そもあなたの財産ではなく、前世の借金だから。
執着するな、悲しむな、悔しがるな、一からやり
直すんだ］という意味になる。だから、祥子は涙
をこらえて［俺は絶対にまた車を買ってやる］と
応える。第 5 幕で虎妞が死産した我が子を「討債
鬼」と呼んでいるのも同じ気持ちだと理解できる。
　実生活において討債鬼という俗信・俗説には、
人を慰め、励まし、苦境から救い出す一面もある
といえる。だからこそ民間に長く広く伝えられ、
人々の生活に深く浸透してきたと考えられる。」
とある。
　このコラムを読んで、生徒たちはようやく虎妞
の気持ちを理解するようになったが、「討債鬼」
の深意をうまく伝える訳語がなかなか見付からな
かった。何度も議論し、知恵を絞り、最終的には
「ほんとにしようがない子！」という訳語に辿り
着いたが、これだけでは「討債鬼」の深意を伝え
ることは到底出来ない。これが翻訳の限界かなと
感じる一方、コラムというものがあってほんとに
助かったという思いである。完全版にはコラムが
22 篇あるが、その多くはこのようなぎりぎりの
過程を経て生まれたものである。
四 .「女の祥子」から「男の祥子」へ
　第 1 幕本に対して、中山時子先生はある厳しい
ご指摘を下さいました。「これは女の祥子だ」と。
考えてみれば、中国語では、話の内容が同じであ
れば、男女の言葉使いも基本的に同じである。こ
れに対して、日本語では、話の内容が同じでも、
男女の言葉使いが異なる場合が多い。『駱駝祥子』
に登場する人物の多くは 90 年前の男性、車引き
であるが、翻訳メンバーは全員女性である。その
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生まれたのか、「ボロボロ」説はなぜ 70 年もの
間定説になっているのか、老舎はどのようにし
て「蓮蓬簍児」という文字表現を作り出したのか
などなど、疑問は尽きなかった。これらを全て検
討し、謎の解明に挑んだのが論文「老舎の『蓮蓬
簍児』に関する考察―ユーモラスな作風から写
実的作風への転換の証し」10 である。その結論は、
「蓮蓬簍児は蓮台で作った人形、老舎独特の用語
で、一般には蓮蓬老児という。人形はぼてぼての、
シワが走っている綿入れを着ているように見える
ことから、ぼてぼて、ダブダブした服、あるいは
着ぶくれしている人の喩えでもある。蓮蓬簍児の
作り方は、蓮の実を取り出して食べたあと、残さ
れた殻を引き裂き、胴体と両腕になるように縛り、
茎の部分を頭とし、紙の帽子を付ける。11」とした。
　そして、車夫老馬の綿入れに関する描写を次の
ように訳した。「着ている綿入れは、短い上着で
も長着でもなく、膝あたりまでしかない。蓮台の
人形のようなぼてぼての綿入れで、シワがよって、
胸元や肘のところから綿がはみ出している。」
　蓮蓬簍児の正体を求めて、悩み、思いめぐらし、
調べに奔走し、手がかりをつかみ、人形を作り、
その正体を初めて明らかにした。まるで探偵にで
もなったような気分を味わった。翻訳という長く
て地味な作業の中で、ドキドキワクワクした、面
入れ）」という描写がある。「蓮蓬簍児」とは何で
あろうか。1943 年に竹中伸氏が訳した『駱駝祥子』
では「ボロボロの綿入れ」となっており、2010
年の『中日大辞典』では「ぼろぼろの衣服」になっ
ている。いずれも形容詞として解釈している。し
かし、私は、文法的に考えると「蓮蓬簍児」は形
容詞ではなく、具象名詞であるはずだと感じた。
さらに調べて行くと、老舎は『駱駝祥子』の他に、
小説『離婚』と『牛天賜伝』の中でも「蓮蓬簍児」
を使っていること、「蓮蓬簍児」についてこれまで、
穴だらけ、ダブダブ、着ぶくれ、カゴ、麻袋、蓮
の花托、蜂の巣状の花托などの説が存在すること
が分かった。ますます混乱してしまった。
　そんなある日、図書館で一冊の小さな本を手に
した。『北京話児化詞典』、語尾に「儿」の付く単
語の辞書だ。ぱらぱらとめくってみると、なんと
「蓮蓬簍児」の項があって、「同蓮蓬老児（蓮蓬老
児［レンポンラウ］と同じ）」との説明があった。「蓮
蓬老児」とはなに？調べてみると、蓮台で作った
人形だそうだ。さらに、『北京土語辞典』にはそ
の作り方まで書いてある。早速福井県にある蓮生
産組合に蓮台を注文し、人形を作ってみることに
した。なるほど、老馬の綿入れはこのような形な
んだと納得した（図参照）。
　しかし、蓮蓬簍児と蓮蓬老児の違いはどうして
10　大山潔「老舎の『蓮蓬簍児』に関する考察―ユーモラスな作風から写実的作風への転換の証し」、『日中文学文化研究』
No.1〔創刊号〕、2012 年 3 月 10 日、43 ～ 62 ページ。
11　注１のコラム「蓮台で作った人形―蓮蓬簍児」、177 ページ。
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しかし、蓮蓬簍児と蓮蓬老児の違いはどうして生まれたのか、「ボロボロ」説はなぜ 70 年もの間定説
になっているのか、老舎はどのようにして「蓮蓬簍児」という文字表現を作り出したのかなどなど、疑
問は尽きなかった。これらを全て検討し、謎の解明に挑んだのが論文「老舎の『蓮蓬簍児』に関する考
察――ユーモラスな作風から写実的作風への転換の証し」10である。その結論は、「蓮蓬簍児は蓮台で作
った人形、老舎独特の用語で、一般には蓮蓬老児という。人形はぼてぼての、シワが走っている綿入れ
を着ているように見えることから、ぼてぼて、ダブダブした服、あるいは着ぶくれしている人の喩えで
もある。蓮蓬簍児の作り方は、蓮の実を取り出して食べたあと、残された殻を引き裂き、胴体と両腕に
なるように縛り、茎の部分を頭とし、紙の帽子を付ける。11」とした。 
そして、車夫老馬の綿入れに関する描写を次のように訳した。「着ている綿入れは、短い上着でも長着
でもなく、膝あたりまでしかない。蓮台の人形のようなぼてぼての綿入れで、シワがよって、胸元や肘
のところから綿がはみ出している。」 
 蓮蓬簍児 正体を求めて、悩み、思いめぐらし、調べに奔走し、手がかりをつかみ、人形を作り、そ
の正体を初めて明らかに た。まるで探偵にでもなったような気分を味わった。翻訳という長くて地味
な作業の中で、ドキドキワクワクした、面白さと楽しさに満ちた一コマとなった。 
振り返ってみると、戯曲『駱駝祥子』の翻訳で、中国と日本の多くの方々と出会い、たくさんのご支
援と励ましをいただいてきた。この過程で、中国の近現代史を調べ、昔の北京の町、風俗習慣を紹介し、
北京語音を記述しその特徴を明らかにし、探偵の 推理し、子どもに帰ったようにドキドキワクワ
クして人形を作り、想像を巡らせ、苦しみながら 新しい発見をいくつも手に入れてきた、長くも短い
15 年間であった。 
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（樹花舎、2007 年 2月 25 日） 
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白さと楽しさに満ちた一コマとなった。
　振り返ってみると、戯曲『駱駝祥子』の翻訳で、
中国と日本の多くの方々と出会い、たくさんのご
支援と励ましをいただいてきた。この過程で、中
国の近現代史を調べ、昔の北京の町、風俗習慣を
紹介し、北京語音を記述しその特徴を明らかにし、
探偵のように推理し、子どもに帰ったようにドキ
ドキワクワクして人形を作り、想像を巡らせ、苦
しみながらも新しい発見をいくつも手に入れてき
た、長くも短い 15 年間であった。
